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演題:  Evo-Devo で探る昆虫の新奇形質： 

テントウムシの斑紋とカブトムシの角 

 

昆虫は、地球で最も多様性に富み、その種数は数百万にも及ぶ。昆虫は、地球上に出

現して 4 億年以上にわたる進化の歴史の中で、あらゆる環境に適応するために様々な

形質を獲得し多様化させてきた。我々は、昆虫の多様性創出メカニズムを理解するた

め、昆虫が進化の過程で独自に獲得した新奇形質に着目し研究を行っている。本セミ

ナーでは、新奇形質であるテントウムシの斑紋とカブトムシの角について、進化発生

生物学的観点から行った我々の最新の研究成果について紹介する。 
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